
EAST ASIA DIGITAL LIBRARY
東アジアにおける国際共同プロジェクトの一事例

デジタルアーカイブ学会
第5回研究大会

福林靖博、奥田倫子、中川紗央里（国立国会図書館）



EAST ASIA DIGITAL LIBRARYとは

•漢籍など東アジア諸言語で記されたパブリックドメインの
書籍等デジタル化データ（デジタル化資料の画像データ及び
メタデータ等）の検索・閲覧を可能とするポータルサイト。

•構築・運営は韓国国立中央図書館（NLK）、
国立国会図書館（NDL）も参画。

• 2020年内公開予定。 https://eadl.asia/



背景

•日中韓電子図書館イニシアチブ（CJKDLI、 2010年8月に締結）
日中韓の文化・学術遺産をインターネット上で統合的に検索し、
利用できる電子図書館サービスの実現を目指す3か国の国立図書館
による連携協力事業。

•立ち上げ当初から、将来的な3か国の統合ポータルサイトの構築
を視野に入れて、3か国持ち回りで開催される年次会合において
検討。



経緯
2013年 日中韓でのポータルサイト構築に合意
2014年 • ポータルサイトをNLKが中心となって構築することで合意。

 メタデータと画像ともに集約する方向。
～2017年 • 2017年9月の公開を目指し、共同で作業を推進。

 NDLも2016-2017年に、データ構築（後述）のほか、
システムレビューや公開ドキュメントの作成等に協力。

• 2017年秋に中国の国内事情によりCJKDLIの活動停止
 ポータルサイト公開も見送り。

～2019年 CJKDLIと切り離し、日韓でのポータルサイト構築に合意。
～2020年 「運営に関する覚書」（後述）を手交し、NLKで開発を実施。



機能及びコンテンツ

• NDL・NLKがデジタル化した資料約2,000点のメタデータおよび
約60点のデジタル画像を収録（今後も増える予定）。

•トップページからのキーワード検索に加え、タイトル、作成者、
件名による詳細検索が可能。

•各資料の書誌情報ページから各館のサイトに遷移して本文画像
を閲覧することが可能。

•各館の資料を、テーマ（＊）、機関、時間、年代別に分け、
日韓英3か国語で解説するページも設置。
• （＊）NDL：古活字版、古刊本、本草学と博物誌、その他
• （＊）NLK：朝鮮の女性、タクチ本（朝鮮旧活字小説）、朝鮮王室資料、
朝鮮通信使、美術、仏教



（注）画像は開発中イメージ



データ構築
記述対象 対象の定義 記述情報
コレクション 同一テーマの下に集められた資

料群
名称、説明、代表画像など

オブジェクト デジタル化の原本となる紙資料
（書誌単位）

名称、データ提供国、データ提供機関、紙資料の各書誌
項目、書誌情報URI、対応するコレクションなど

デジタル化オブ
ジェクト

デジタル化資料（冊単位） 巻号、デジタル化出版者、フォーマット、所蔵館、次の
巻号、権利情報（公開範囲）、閲覧画面URI、DOI、対
応するコレクション、対応するオブジェクトなど

画像オブジェクト 画像ファイル 画像番号、フォーマット、ビット深度など

• NLKの開発チームから提示されたデータモデルに基づき整備。
•画像データの交換は、ブルーレイディスクの郵送により実施。
•資料解説は各館で翻訳を実施。



二次利用

• EADL全体としてのサイトポリシーは現在、最終調整中。

•本文画像を提供している資料はすべて著作権保護期間が満了。
転載にあたり、許諾申請等の手続きは必要なし。
ただし、解説には個別に著作権があるため、所蔵館への問い合わせが
必要。

•メタデータは、SPARQLエンドポイントから利用可能。



体制
• CJKDLの構築時、各館で共通の体制を整備

意思決定を行うプロジェクト委員会のもとに、①全体総括班、②技術班、
③リソース班の3つのワーキンググループを設け、各館とも班員を2名ずつ
配置。

NDLとNLCに、システム開発を担当するNLKとの間に連絡担当を1名配置。
EADL構築時も継続。

• 両館⾧名で「EADLの運営に関する覚書」を手交（ 2020年3月25日）。
サービス内容、共有する情報資源、各館の役割分担（＊）、知的財産や
個人情報の扱い、サービス閉鎖時の手続きを定める。
（＊）運営館＝NLK、参加館＝NDLを定義。

運営館は、システムの開発、運用、管理の責任を負い、また連携拡大の
ための契約締結を行うことができる。

参加館はデジタルコレクションのテーマ選定やメタデータと画像データの
提供義務を負うほか、運営館によるサービスの運営に積極的な支援を行う。



おわりに

• EADLは「東アジア」というキーワードにより、大学図書館等も
含めて参加館を拡大していく構想を持っている。

•国際プロジェクトの推進においては、良くも悪くも参加国の国
内事情や国際関係の変化等の影響を避けることができない。
国際理解・国際交流のシンボルともなり得るEADLのような
文化プロジェクトは、粘り強く進めていく必要がある。


